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Abstract Alpine butterflies, Erebia ligea takanonis and Erebia niphonica, are distributed on 
the higher altitude areas in the Kiso Mts, central Honshu, Japan. This paper aims to examine 
the distribution and habitats of these two Erebia butterflies. Geographical variation of Erebia 
niphonica in the mountains is also discussed using the method of statistical analysis. 
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1. は じ め に 


木曽 山脈 (中 央 アル プス ) は 木曽 谷 と 伊那 谷 を 東西 に 分 け 北 か ら 南 に 連なる 山脈 で , 標高 2.000m を 
超え る 峰 と し て は 北端 の 黒沢 山 2,127m) か ら は じ ま り 南端 は 恵那 山 (2,190 m) に 至る . この 地域 の 
Erebia 属 に つい て まとまっ た 報 文 は 少な く 高橋 (1960), FEDE 5 (1979), 小野 (1999) 以外 に は 見 
当たら な い . 著者 あら は 1999 年 か ら Erebia 属 の 分 布 と 生息 環境 / お よび ベニ ヒ カ ゲ の 地理 的 変異 に つ 
いて 調査 を 進め , これ ら の 報 文 に 見 られ な い 新 知見 を いく つか 得る 事 が 出来 た の で 従来 の 記録 と 併せ 
て ここ に 報告 する . 








2 分 т 


駒ヶ岳 ON SEITE) Bas Po ALLROAD Ibn, ベニ ヒ カ ゲ (Erebia niphonica Janson), クモ 
マ ベ ニ ヒ カ ゲ (Erebia ligea (Linnaeus)) 共に 矢田 部 雄吉 の [1906] 年 8 月 2 日 の 記録 が 高野 (1906) に 
より 紹介 きれ て いる . 戦後 で は 佐藤 (1955), ALF (1956) ら の 調査 報告 が あり , と くに 佐藤 は 駒ヶ岳 
以外 の 山 域 に 関す る 初 の 報告 で , 木曽 典 越 で ベニ ヒ カ グ , クモ マ ベ ニニ ヒ カ ゲ を 記録 し 熊沢 岳 北 側 稼 線 
で も Erebia 属 の 目撃 記録 を 出し て いる . 


初 の 包括 的 な 報告 は 高橋 (1960) に 見 る こと が で き , 駒ケ岳 か ら 木 曽 殿 越 に 至る 山 域 に つい て それ ま 
で の 記録 を 総括 し , 生息 地 の 植 生 を 詳 述 する と 共に , 駒ヶ岳 濃 ヶ 池 付 近 の ベニ ヒ カ ゲ の 個体 群 に つい 
て 斑紋 の 特徴 を 飛騨 山脈 乗鞍 岳 ・ 蝶 ヶ 振 。 赤石 山脈 仙 丈 ヶ 病 産 と 比較 し て 記述 し た . 


信州 昆虫 学会 ( 編 ), 信濃 の 蝶 (1971-1979) は 長野 県 産 各 種 蝶 天 の 分 布 , 生態 等 を 詳細 に 述べ た 重要 な 
文献 で あり , 第 $ 巻 で ベニ ヒ カ ゲ の 産地 と し て 駒ヶ岳 ТУЗ НЫШ, БИШ», 摺 古木 山 を . クモ マ ベ 
ニ ヒ カ ゲ の 産地 と し て 「 有 駒ヶ岳 か ら 南 駒 ヶ 績 に か け て の 科 線 沿い や 山腹 の 草地 ] を 挙げ て いる . 小野 
(1999) は 新た に ベニ ヒ カ ゲ の 産地 と し て 越 百 山 を , クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ の 産地 と し て 南 駒 ヶ 岳 か ら 越 百 
由 に か け て の 森林 限界 付近 の お 花畑 を 挙げ , また 田 下 他 (1999) は ベニ ヒ カ ゲ の 産地 と し て 檜 尾 岳 を 
追加 し て いる . 
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Fig. 1. Distribution of Erebia butterflies in the Kiso Mounains (based оп 1 : 200,000 scale 
regional map “lida” by GSD. Blue circle: Е. (реа. Red circle: Е. niphonica. Yel- 
low circle: E. niphonica (literature record). 


著者 ら は 1999 年 か ら 2000 年 に か け て の 調査 で 新た に ベニ ヒ カ ゲ の 産地 と し て 三沢 岳 、 熊沢 岳 。 2 Ж 
=, 鳥 帽子 ヶ 岳 , ЙЫШ, 床 浪 高 原 を ,。 また クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ の 産地 と し て 三沢 岳 ・ 極 楽 平間 の 鞍 
部 付近 , ВЕБ, 熊沢 岳 。 空 木 岳 を 確認 し た . また 少数 の 観察 記録 と し て , ベニ ヒ カ ゲ を 極楽 平 , 中 
御所 谷 ワ ル 沢 詰め 上 げ 部 , BRK IRR, 空 木 績 北西 征 線 , 熊沢 岳 南 方 の 池 ノ 平 カー ル 上 縁 , 仙 涯 
嶺 , 南越 百 山 山頂 な ど で , また クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ を 三沢 岳 , Жа. RRR AUT, {ШЕШ Р 
で 確認 し て いる . これ ら の うち 和 枝 線 部 で 散発 的 に 得 ら れん た ベニ ヒ カ ゲ は か な り 小 型 で 前 次 眼 状 紋 が 小 
さい 特徴 を 持っ て お り , 低 標高 の 沢 筋 か ら 吹 き 上 げ ら れ て きた の で は な く , 先 線 付近 に 発生 地 が ある 
も の と 推測 さき れる. な お 空 木 岳 。 床 浪 高原 の ベニ ヒ カ ゲ は 公表 され た こと は な い が 一 部 の 同好 者 の 間 
で は 既に 知ら れ て お り 今 回 追認 し た も の で ある . 


越 百 山 か ら さ ら に 南部 に つい て は 主 入線 沿い に 奥 念 丈 岳 の 北約 0.6 km 付近 の 大 崩壊 地上 部 に ある 草原 
EC, お よび 主 入線 か ら 派 生 し た 枝 尾 根 の 鳥 帽子 ヶ 岳 か ら 池 ノ 平 山 の 生 線 部 を 調査 し た が Erebia 属 は 
発見 で き な か っ た . 奥 念 丈 岳 か ら 安 平 路 山 に 至る 地域 は 未 調査 で ある が , この 地域 の 処 線 部 は 登山 者 
の 情報 に 拠る と 背丈 ほど の ササ が 密生 し て お り , 生息 地 が ある と すれ ば 鳥 帽子 ヶ 岳 や 安平 路 山 の よう 
な 沢 の 源 頭 部 で あろ う . 


垂直 分 布 に つい て は , ベニ ヒ カ ゲ は 三沢 岳 頂 上 付近 (2,810-2,820 m, Fig. 2) 8, また クモ マ ベ ニ ヒ カ 
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Figs 2-9. Habitats of Erebia butterflies. 2. The highest habitat: Near the summit of Mt 
Sannosawadake (alt. 2,810-2,830 т). 3. Rocky slope with dried herb: S ridge on Mt 
Hinokiodake (alt. 2,700 т). 4. Damp herb: Е slope of Mt Hinokiodake (alt. 2,700 т). 
5. Herbaceous vegetation at stream margin in subalpine coniferous forest, Kurokawa 
river (alt. 2,100 т). 6. Rocky slope with dried herb, near Kibiyono-taki (alt. 1,720 тп). 
7. Flora in the habitat of Е. niphonica, Mt Anpeijiyama (alt. 2,150 т). 8. Distant view 
of Mt Eboshigatake. Circled area is a habitat of Е. niphonica (alt. 1,850m). 9. Flora 
in the habitat of E. niphonica, Mt Eboshigatake (alt. 1,850 т). 
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PS ZK AS BRR EB (2,700-2,760 т) が 最も 標高 の 高い 生息 地 で ある . 下限 に つい て は 信濃 の 
HES (1979) に 拠る と ベニ ヒ カ ゲ は 木曽 側 か ら の 福島 B コー ス ( 笠 ノ 川沿 い 1.560 т), 上 松 か ら の A 
コー ス (AGH 1,950 т), В コー ス (ЖЭНЕ 7 8 1,700 т), 伊那 側 か ら の 中 御所 谷 (1,450 m) 付近 か ら 
分 布 す る と し て いる . し か し 著者 ら の 調査 で は 幸 ノ 川沿 いで は 発見 で きず (環境 的 に も ベニ ヒ カ ゲ が 
発生 する よう な 植生 は 認め られ な い ), また 中 御所 谷 で は ロー プ ウ エイ し ら び 平 駅 付近 (1,660 т) が 植 
生 区 分 上 の 山地 帯 と 亜 高 山 帯 の 移行 帯 に 相当 し , 現在 の 知見 で は これ より 低い 地域 に は 生息 地 は な い 
も の と み ら れ る . クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ は 調査 不 十 分 な 点 が ある が 木 尊 側 で は 奇 美 世 ノ 滝 (1700m), F 
那 側 で は 伊勢 滝 付 近 (1,920-1,940 т) が 最も 低い 生息 地 で ある . 


著者 ら が 調査 し た 草原 植生 と Erebia 属 の 生息 状況 を Table 1 に まとめ て 示す . また Erebia 属 の 分 布 を 
Fig. 1 に 示す . 





3. 生息 地 と 植生 


3.1. 稼 線 沿い の 生息 環境 


木曽 山脈 の 高山 - 亜 高山 帯 に 属す る 峰 々 は すべ て 花 賠 岩 か ら 成 っ て お り , COMB СКЕ 
少な く 土 壌 の 肥 活 度 も 低い た め 草 原 が 形成 きれ に くい の が 特徴 で ある (小泉 , 1993). ZORDA > fE 
や 白山 を 凌ぐ 高度 を 持ち な が ら 高 山 植物 の 種類 は は る か に 少な い (高橋 , 1983). 山頂 部 は 宝剣 岳 に 見 
られ る よう に 花 賠 岩 の 巨岩 が 果 々 と 積み 重なっ た 骨 険 な 景観 で , 三沢 岳 , 濁 沢 大 峰 , 2 ЖЫ, НЕЕ, 
南 駒 ヶ 岳 , 越 百 山 な どい ずれ も そう で ある . この よう な 頂上 に 近い 岩 秦 地 帯 で は ハイ マツ に 路 わ れ 草 
本 類 は 僅か に イワ ツメ クサ , イワ ベン ケイ な ど が 花 を 付け , イワ スゲ, ヒゲ ハリ スゲ な ど が み ら れ る 
に すぎ な い . また 鞍部 等 で は 土壌 は も っ と 木目 の 細か い 砂 確 地帯 と な っ て お り チ シマ ギ キ ョ ウツ, ヤマ 
PINT, ミヤ マキ ン バ イ 。 ハク サン イチ ゲ な どか ら 成 る お 花畑 が 形成 され る が , その 広がり は きわ め 
て 狭 に 範囲 に と と どまり , また 植物 に よる 地表 の 被覆 度 も 低く て 20-30% 程度 の 所 が 多い . ЕССІЗ 
両側 が 急斜面 の 狭い 疹 せ 尾 根 が 連続 し 面 的 な 広がり に 欠け , 標高 が 低い 所 で も ダケ カン バ が 林 を 形成 
する 事 は な く , わずか に 熊沢 岳 の 北方 大 滝山 と の 鞍部 , お よび 椅 尾 岳 北 部 に 微少 林 分 を 見 る の み で あ 
>. た だ し 風 背 側 に 当たる 東 斜面 で は 和 線 の 直ぐ 下 ま で ダケ カン バ 林 が 迫っ て いる 所 も ある が ( НА 
大 峰 南 部 , 空 木 岳 北部 ・ 南 部 な ど ) 斜面 が 急 唆 で 林 床 に 高 茎 革 原 が 形成 され る 事 は 少な いよ う で ある . 
この よう な 土壌 的 お よび 植生 的 な 特徴 に より 節 線 部 で は ベニ ヒ カ ゲ , クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ 共 に 生息 地 が 
少な くま た 個体 数 も 少な い 事 が 本 山 域 の 特徴 で ある . 


3.2. 生息 環境 の 分 類 
本 山系 に お ける Erebia 属 の 生息 環境 は 次 の よう に 分 類 で き る. 
(1) 森林 限界 を 超え る 地域 の 乾性 草原 (タイ プ R) 


檜 尾 岳 南 本線 の 砂 巡 地 に は ハイ マツ を 交え , タイ ツリ オウ ギ , ミヤ マウ イキ ョ ウ , クモ マニ ガ ナ , ミ 
ヤマ アキ ノ キ リ ン ソ ウ , イワ ソン ベン ケイ な どか ら 成 る 乾性 草原 に ベニ ヒ カ ゲ が 生息 し て いる (Fig. 3). 
本 線 部 の 乾性 草原 を 生息 地 と する 例 は 他 の 山系 , 例え ば 赤石 山脈 で は 数 箇所 が 知ら れる が 木曽 山脈 で 
は 他 に は 観察 し て いな い . 


(2) 森林 限界 を 超え る 地域 の 中 性 草原 (タイ ププ Cl, タイ プ C2) 


一 般 に は 生 線 東側 や 鞍部 な ど 沢 詰め 上 げ 部 の 谷 状 地形 に ムカ ゴト ラノ オ , ミヤ マ ア キノ キリ ン ソ ウ , 
シラ ネ ニ ンジ ン 。 ミ ヤマ ウイ キョ ウ , ハク サン フウ ロ , コパ イケ イソ ウ , トリ カブト 類 , イネ 科 , カ 
ヤツ リグ サ 科 な ど が 島 状 に 集合 し て 群落 を 作る . これ ら の 群落 は きら に イネ 科 が 優 占 す る タイ プ C1 
(Ғір.4, Fig. 11 円 内 ) と , 高 茎 草 本 が 主体 の タイ プ C2 (Fig. 11 近 景 ) に 区 分 する 事 が で きる . 駒ヶ岳 
千畳敷 , нын» Еа ЇН DN, 斜面 の 傾 度 , AA, 土質 な ど に より 草原 を 構成 
する 植物 群落 が 多様 に 変化 し , Erebia 属 は その 一 部 の 和 群落 に 主として 見 られ る (3.3 項 参照 ). 


花岡 岩 質 で 乾燥 の 激しい 山頂 部 に は Erebia 属 は 分 布 し て いな い が , 三沢 岳 南 西部 に は 山頂 付近 に 谷 状 
地形 で 雪が 吹き 溜まる の か ヒゲ ノ ガ リヤ ス の 優 右 する 草原 が あっ て ベニ ヒ カ ゲ が 生息 し て お り (Fig. 
2), 草原 の 構成 要素 は 檜 尾 岳 東 斜面 と 同一 で ある . 
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(3) 森林 限界 付近 の ダケ ぁ ン バ 林 間 の 高 茎 草原 (タイ プ D) 


m 2,500-2,600 m 付近 に 存在 し レダ ケ カ ン バ 林 問 に キオ ン , ミヤ マ ア キノ キリ ン ソ ウ , ハク サン フウ 
п, トリ カブ ト 類 . アザ ミ 類 な ど 高 茎 草本 が 花 を 付け て いる. 植物 群落 の 構成 種 は タイ プ C2 と 共通 
する も の が 多い . 本 山系 で は この よう な 草原 は 駒ヶ岳 濃 ケ 池 付 近 , BK, 熊沢 岳 北 方 , 空 木 岳 , 
KERR, 越 百 山 な ど に 見 られ る が その 規模 は 小さ い . 


(4) 針葉樹 林内 の 草原 (タイ プ PF) 


針葉樹 林内 の 沢 沿い で は 枝 沢 と の 合流 地点 な ど に キオ ン , ヤマ ハハ コ , ミヤ マシ シ ウ ド , ムカ ゴト ラ 
JA, トリ カブ ト 類 な どか ら 成 る 草原 (Figs 5, 6, 7,9) が 形成 され Erebia 属 の 生息 地 と な っ て いる と 
ころ が 多い . 


33. ベニ ヒ カ ゲ と クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ の 生息 環境 の 比較 


前 項 の 生息 環境 の 分 類 に 従っ て ベニ ヒ カ ゲ と クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ の 生息 環境 を 比較 する こと と で 両 種 の 嗜 
好 性 の 差 を 調査 し た . Fig.1 に 見 る よう に クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ は 越 百 山 よ り 南 に は 分 布 し て いな い が , 
これ は 生息 環境 の 嗜好 性 の 差 で は な く , 山 域 の 標高 な ど 他 の 要因 に 基づく 要素 が 大 きい と み ら れ る の 
T, 比較 の た め に は この 山 域 の ベニ ヒ カ ゲ の 生息 地 は 除く べき で ある . そこ で Table 1 の 一 覧 表 に お 
oT, 数 頭 以上 の 個体 が 観察 きれ ん た サイ ト (OLO に つい て 生息 環境 の 植生 タイ プ 別 に 比率 を 見 て 
みる と Fig. 10 に 示す よう に な る . 


まず 樹林 帯 に つい て みる と , 針葉樹 林 帯 の タイ プ F で は ベニ ヒ カ ゲ 36%, クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ 33%, ダ 
ケ カ ン バ 林 間 の タイ プ D で は ベニ ヒ カ ゲ 32%, クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ 34% と 両 種 に ほとん ど 差異 が な く , 
両 種 共に 67-68% が 樹林 帯 内 の 草原 に 依存 す る. 


一 方 森林 限界 を 超え る 高山 草原 に お いて は , ベニ ヒ カ ゲ は イネ 科 の 優 占 す る タイ プ CI に 18%, BE 
草原 の タイ プ C2 に は 9% で ある の に 対し て , クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ は 逆 に タイ プ C2 に 22% CF, VAT 
C1 が 11% と な り , 両 種 の 嗜好 性 の 差 が 表れ て いる . 植物 群落 の タイ プ C2 と タイ プ D に は 共通 種 が 
多い 事 か ら み る と , ベニ ヒ カ ゲ の 41% に 対し て クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ は 56% が この よう な 高 茎 草 原 に 強く 
依存 し て いる こと が 分 か る . その 理由 と し て は 幼生 期 の 食性 の 差 (飼育 に よる と ベニ ヒ カ ゲ は イネ 科 , 
カヤ ツリ グ サ 科 を 広く 摂 食す る の に 対し て 。 ク モ マ ベニ ヒ カ ゲ は 好み の 幅 が 狭く 軟らか い 新 芽 を 好む 
と 指摘 きれ て いる ), 生息 地 の 無 雪 期 間 の 長 さ , 照度 な どの 要因 が 考え られ る が その 解明 は 今後 の 課題 
で ある . 


Erebia 属 の 保護 と いう 観点 か ら み る と , 森林 限界 を 越え る 高山 帯 よ り も 亜 高山 樹林 常 の 特に 沢 沿 い の 
草原 環境 保全 が 重要 で ある . 





E. niphonica 





Fig. 10. Тһе ratio of floral types іп the habitat of Erebia butterflies. 
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3.4. ベニ ヒ カ ゲ より 高い 標高 に クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ が み ら れ る 事例 


本 山系 は 冬季 に は 北西 の 強い 季節 風 を 受け (江口 ・ 大 森 , 2002), 風下 に あたる 科 線 部 東側 に は 積雪 に 
伴う る るー ル 地形 や 高山 性 高 茎 草原 が 発達 し て いる . llino РЕ, 空 木 平 , 摺 鉢 窪 と 並ぶ 大 き 
な カー ル 地 形 は 顕著 で ある . これ ら は Erebia 属 2 種 に と っ て 格好 の 生息 地 と な っ て お り 個 体 数 が 多い 
が , 詳し く 観 察する と 両 種 の 間 に は 住み 分 けが 認め られ る . すなわち クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ は カー ル 上 部 
の 急 傾 斜 地 に 広く 分 布 す る の に 対し て , ベニ ヒ カ ゲ は カー ル 底 の 比較 的 狭い 範囲 に の み 生 息 し て いる . 
も ちろ ん 少数 が 互い に 入り 混じっ て は いる が 極め て 限定 的 で ある . 


千畳敷 は 広大 な ヵ ぁ ー ル 地形 で テラ ス の 傾斜 も 緩急 様々 に 入り 乱れ て お り , それ に 対応 し て 多様 な お 花 
畑 が パッ チ 状 に 存在 し , さら に 登山 道 か ら 観察 で きる 範囲 は 限定 され る た め 全 貌 を 把握 し 難い が , 大 
局 的 に は クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ は 標高 2.600-2,800 m の 範囲 の 傾斜 地 に 広く 生息 し て お り 特 に 南西 部 の 
2,700 m 付近 に 多く 見 られ る . これ に 対し て ベニ ヒ カ ゲ は 2,560 т 付近 の 比較 的 湿度 の 高い 平坦 な 草原 
に 優 占 的 に 生息 し て いる . また 標高 2.780 m 付近 に も 局 地 的 に まとまっ て 見 られ る 所 が ある が , ここ 
は テラ ス の 傾斜 が 部 分 的 に 緩ん だ 地形 に イネ 科 の 多い 草原 が 遠望 で き る . 


空 木 平 で は クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ は 候 難 小屋 の 周囲 (標高 22390m) か ら ウ ラジ ロナ ナカ マ ド な どの 浴 木 林 
脇 に 沿っ て 広がる 高 茎 草原 に 依存 し て 標高 2.700 m 付近 まで 広い 範囲 に 多 産 し て いる . 登山 道 沿い で 
は カー ル 底 に 相当 する モレ ー ン の 堆積 し た 平坦 地 が な くそ の まま ダケ カン バ 林 に 至る た め に , ベニ ヒ 
カゲ は 標高 2.570 m 付近 の ダケ カン バ 林 内 の 高 茎 草原 に 生息 し て いる . 


南 駒 ヶ 岳 の 指 鉢 窪 に お いて は Fig 11 に 示す よう に , 標高 2.600-2,690 т の 急斜面 で は シラ ネ ニ ンジ ン , 
ハク サン フウ ロ , ミヤ マキ ン ポ ウ ゲ , ムカ ゴト ラノ オォ オ , コバ イケ イソ ウ , クル マユ ュ ユリ な ど 多 数 の 高 茎 
草本 と イネ 科 , カヤ ツリ グ サ 科 が 和 群落 を 形成 し , 同 標高 の 別 の 斜面 に は ダケ カン バ の 高木 が 茂る が , 
この 付近 に 広く クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ が 分 布 し て いる . カー ル 底 の 崩壊 地 が 迫る 避難 小屋 周囲 の 標高 2,560 
m 付近 は ヒゲ ノ ガ リヤ ス が 優 右 し ミヤ ママ アキノキリンソウ, ムカ ゴト ラノ オ が 僅か に 花 を つけ る 草原 
に は ベニ ヒ カ ゲ が 圧倒 的 に 多く .、 クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ は ほとん ど 見 か け な い . 標高 2.690 m 付近 を 超え 
る と ハイ マツ , ウラ ジロ ナナ カマ ド , シャ ク ナ ゲ な ど 漆 木 が 多く な り , クモ マニ ガ ナ , シラ ネ ニ ンジ 





Fig. 11. Habitat of Erebia butterflies in Suribachikubo cirque, Mt Minamikomagatake. 
Upper part (foreground) is habitat of Е. ligea (alt. 2,680 т): lower part is habitat of Е. 
niphonica (alt. 2,550 m), circled is enlarged floral aspect. 
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Fig. 12. Distribution pattern of Erebia habitats, floral communities and landforms (Basic map 
cited from Koizumi, 1993). 


и, チン グル マ , ミヤ マキ ン ポ ボウ ゲ , オン タデ な どの お 花畑 と な っ て クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ も ほとん ど 見 
られ な く な る . 


以上 述べ て きた よう に これ ら カ ー ル 地形 に お ける 両 種 の 分 布 状況 は 模式 的 に Fig. 12 の よう に まとめ る 
事 が で きる . また 穫 線 沿い に クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ が 点々 と 分 布 し て いる . SRL ORR, 極楽 
平 - 三 沢 岳 の 間 , 空 木 岳 と 赤 岳 の 鞍部 で 見 か けた の は クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ ば か り で あっ た . 星野 氏 (私 
信 ) に よる と 197$ 年 8 月 14, 15 日 に 檜 尾 尾根 か ら 越 百 山 まで 縦走 し た 時 の 観察 で も 後 線 で は ほとん ど 
が クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ で あっ た と いう . さら に 小野 氏 (私 信 ) に よる と 1995 +8 Н 15 日 の 越 百 山 か ら 
南 駒ヶ岳 に 至る 尾根 筋 で も ほとん ど ク モ マ ベニ ヒ カ ゲ で あっ た と いう . ベニ ヒ カ ゲ は より 低い 標高 か 
ら 高 い 標 高 ま で 広く 生息 し , クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ の 生息 範囲 は ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 域 に 含ま れる と いう 一 
般 則 と は 外れ て , この よう に 森林 限界 上 の 生 線 部 で クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ が まとまっ て 観察 され る 事象 は , 
例え ば 赤石 山脈 で は あま り 観 察し た こと が な く 木 曽山 脈 を 特徴 付け る も の で ある . な お クモ マ ベ ニ ヒ 
カゲ の 方 が 一 般 に 発生 時 期 が 早い た め 観 察 時 期 に よっ て は この よう な 現象 が 見 られ る 可能 性 が ある が , 
8 月 末 時 点 に お いて も な お 状況 が 変わ っ て いな いこ と を 千 崩 敷 - 南 西 ・ 北 西村 線 部 , お よび 駒ケ岳 - 樽 基 
頭山 に お いて 確認 し て いる の で , 本 山系 の 特徴 的 な 事象 と みな し て 間違い な いよ う で ある . 


3.5. 針葉樹 林内 の 生息 状況 


すでに 述べ た よう に Erebia 属 の 主要 な 生息 地 は 樹林 帯 内 に ある こと こと が 示さ れ た が , 伊那 側 の 黒川 沿い 
は 広い 範囲 に わた っ て Erebia 属 が 生息 し て いる の で 詳し く 例 示す る (Fig. 13). ベニ ヒ カ ゲ は 最盛 期 
に は 林道 沿い に 伊勢 滝 か ら 下 の 標高 1.800 m 付近 で も 少数 の 個体 が 観察 され る 事 が ある が , まとまっ 
た 個体 群 と し て は 伊勢 洋 付 近 (1.940 т) か ら 現 われ , HEDER (2,100 т, 2,120 т), E? EDRO 
上 部 (2,370 m), 濃 ケ 池 ルー ト の 分 岐 付近 (2,650 т) で 見 られ る . 

クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ は 伊勢 洋 付 近 (1,940 т), 同 滝 の 上 部 (2120), 馬 ノ 背 分 岐 の 上 部 (2,370 т), 濃 
ケ 池 ルー ト の 分 岐 付近 (2,650 т) お よび 有 駒 飼 ノ 池 付近 (2,700-2,710 т) で 見 られ る . 


林 相 に つい て は 標高 1,950 m 付近 まで は 針葉樹 に カン バ , ブナ な ど 広 葉 樹 が 混 変 し , 1,950-2,270 m は 
針葉樹 の 高木 で 林 床 に は カニ コウ モリ , クロ クモ ソウ が 和 群落 を つく る . 2.280 m 以 高 で は 針葉樹 は 丈 
1-2 m に 低木 化し ダケ カン バ の 高木 が 優勢 に な る . 2,550-2,600 m 付近 が 高木 限界 で ハイ マツ が 現れ さき 








NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 




















10 sayovar Iaddr} :ayepisnsig IN ce 
Ceas) SYO 
TS ‘DT (CHeos) usy SV ‘05у ‘рту а әні, 1 ө © 085°@-0/5°С sAo3-ueurH odors + :әҳер!8п5)0 IN pE 
145 485 ‘ISN ‘ELM ‘OSV ‘SoS |әле18 ZO OSN “dX dn Ө x 0с/-08С“< елер-18п5згу :әўерїёп51Г] JW EE 
OWN “TV ‘SINS [эл8 A осы “dX dn x ө 0022-0582 әрі: N :әуерт8 п] IN ZE 
uyy “DT ‘ту ‘05у а OSN PAL NA O © 018“ эо8-опоровгя J£ 
PIV ‘OSV ‘Sols pael? ZO тах 4а х © 0997 әрі: N ‘oyepemvylysesiy WAL 06 
Сшшоә ләй) emezeyeN ISU ALY ‘SIV ‘PIV 9408 M TSN ‘07 41У TO ах dn x O 0892 W 0/2 Jead јо ә8рїї 5 :әҳереметештҹу IN 62 
(3IQISsaoae JOU) ә8ріл шол) 3dOTS 1Ue1SID А тах ап x x 07L‘T- adops 4 :oyxepemezeuiny IN $ 
146 195 “ILA чуу а aL dn O © 0890 PURAINLIOO IW 0) [OO ‘oyepemezeUINy IN LC 
ЦЧО OWN SYN ILY ‘oSV ‘PIV SNS |әл218 A ах ап x O 004% ә8ри 6 :әҳероошн IN 92 
SVO 195 ‘ISN “ILY ‘oSV ID пах dn О © 004 Turnns eeu әйоў q :әеротуошү IN S7 
AressaoaU Sr UOHEUWIYUOIIY ISU “ТУ ‘Sais [еле18 я dX ап x x 055“ 9UIUHOOASiTOSIN 
YA 01 102 :ayeporyourH IN tg 
Aressaoau 51 UOTEUIYUOY осу а dL 8! x Ж 00/7 ишшп$ TBSU adojs $ :ӘШШООЕМе811081М TWA EZ 
LAO ‘ISN ФАН SNS |әле22 (0 dX dn x る 009 て SUILIOORMESOIN 
TW оз [оо :ашшоовме511081 IN 77 
“АП 
‘Tas ‘edd “Срипде) осу ‘вол Aq ріешшор тэ тах dn ө O 087-0180 Wu eau 9dols MS :ӘЛЕремезошиве IN IZ 
HR edO ‘UVO ‘ISN “Срипае) 11A A тах ап x x 06/<-08/ て ишшпѕ Jesu ados 95 :әеремеѕоиие IN 06 
А “АП “Срипде) зуб ‘Cpunqe) ISN гут (0 тах ап ө x 099 て - тәл BAAB8BUT JO ЅӘЦОРӘІ 
А зап :oyepemesouues IW 61 
п TIN ‘CUO 445 “seus pael? TO тах dn O O 06/ て -08/ て (с) mrfofneS :әўериәўпоң IN 81 
` PAN TAS 41Я 20 ах dn О © 009-095 (1) Dfofuss seyepusynoH IN LI 
= (UoI $12d) етецехе дү Я NN О © 092T-099'T BrlBP-IdBTHS ‘oyepusxnoH IN 91 
* (tuwo ‘sdad) ерпхО d ап О Ө 005“ adofs $ :әўерәешец] IN SI 
МЕ (2861) геу OU IdSnA озошпвувуу 4 dn v v 009%-005% 
йш asnos USSNOY LUIONOSIY :әлеуедешоу IN fi 
әлі РАР5-ОдИДОЯВРЦЕТ, 
; (0961) ІЧ5ЕЧЕХЕІ, пуз “ILO 'чуфу ‘(punqe) 0M A тах dL T v v 0ғ”<-027< Jo $әцовәз Jadd :әуеуедешоу IN El 
5 ISN Sda ‘OSY ‘Cpunqe) IHY ‘sous pava? М тах аа x x 006 て -008 て әзоцешгү “Әрі AN coyeyesewoy IN ZI 
BOM ‘LDA ‘ISN Чуу ‘SY 20 ІХ dn © Ф 00/2-079< ayl-ouresewloy ‘dors q :әңеуе8ешо у WW II 
(0961) тчзецехңе, BAN OWN чаа оу а OSN 941 MOT 1 © О 089-092 er-e8nON ‘adops Ң ‘oyeleseuoy IW 01 
(0961) 1ysegeye L 4 ып (27 v 0061 ekoy-ayeyeuey ‘әйоүѕ M :әеједешоҹ IN 6 
ФАП ISV OSV A оян PAL 1 О х 0972 IANA AO 8 
9souruiy) 
у 195 ‘USN ‘PVE ‘IOV "OSV A dVX ‘aL ма O © OBET шор uonounf reddy “әлі емеҳотҹ L 
елп OVN чаа оу 4 ух ма О © 021-0012 Jeary ЕМЕДОПЯ 9 
2У0 JO ouepunqe 49у 4A дух NA O © Ov6'l ІЛЕР-Ә5І ‘IATA ҰМЕДОПОЯ ¢ 
dSN ЧОУ ‘sume ш adoys Aysoy A әні, ма O © 0081-0241 Tye1-ouodlqry ‘Jeary ЕлЕЗОЦО ӯ 
(6461) 118Ш1Ц5 7205 ЗИҢ SAS IOV ‘05у A ЧУХ “dL Nn x у 0091 ISAI ЕМЕДОШЦОР6 ‘BMETEMEZNOYS 6 
(6461) NYsUIYS 7206 ЗИЯ А é v ъшеќелцѕе818поцѕ IN Z 
210 PWA DT оу а х W% LL T ө x 05$9°@-08$°@ э8ри AN :еШе/е11052818п0цѕ IN 1 
иш 
: : Е Киипшшоә pelog 019249 
гшщ 189I0J JO 
е" Зшриполтѕ 21 тш 359103 тәрип /әдап мла/ап ‘WUT 259104 ‘(s1oyine әш Ад POVSIISOAUT JOU) ріооәт IMPI ЭЎ “рә?таЗооә1 
59 JOU :х ‘PapI029I IMPI ING DaZIU8Oog』 JOU :V PAPIO :@ “тет : ‘пошшо? (0 + ‘souvpunqgy ‘setpsieyng 014247 JO syeuqeH 7191061, 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


185 


木曽 山脈 の Erebia 属 


(962) GAGA (Seeoeurd) 972724 зәм)” 

ОСА) 62. ухе (әтәзеша) ound snug 

(<) AEE (WU) мә/йшәру LUOT 

GEE +) HX GL (MUID) пиги 0505 

(ЕҰУ) BA 8 (UID) ‘ds sgsoz8 の の 7 の つ 

Gk АЧК) ШУАМ г А (3eeoe1adA つ ) DUIS хә? 

GLAT) ас У Уе (3e3oIITT) шиәшшр$ штаточә д 

GLYAT) (で みん イ ン (OBLIT) ѕәргојоәрәи шт 

Ози) х ле COW) пиршчә og 

GELE) (АУ (SWeoeuo3A[OJ) рошоаог vunouday 

GLE) LEAK (әвэоепо8Атод) unuidjo стел пуомбәм wuniddosadoinad 

(EA) ECEN EET (әвәэвиоЗќ оа) лобам DUASI 

GEALL) HEX GO) (BAYdOKIED) рлиоййи 0101215 

(EZEL) их с Ұ & (әгәов г Аціобтво) 815иәориоц “eA の 2724 の の 7 の 22777 
(LARE) ума LA (GeaoeInoUnUY) SMUOdD! стел опирмәрәы 5041 
(бс: 

ФОМА) くみ と なく ミエ (әзәовүпоппитуү) рошойо[ ‘rea sisuajuyosws の 772724772 の 7 ア 
Саше) АМК А А I (CbOOR[NOUNURY) 572407 SUID упүпдипиру 
Сахл) と とべ を Gc (2ed0e[nounuey) рлиойр “тел の 70 が 7597247 の 7 auomaupy 
GZL ARAE) BEY ZY (А (әғәовтпошиву) ds шпдиооү 

(аб уем) と を ベ シ ム し (rms) vasos 7 の の 9 が 

(ed LOBASA (wsoy) の 7 の /777729 の 2 の 7 の で 

О) YAKL-L (әвәоввоҹ) рухуїшшоә 574405 

Өсу) AU LAL (әвәовѕоҹ) の の 729 の 2 の 7572427 ぐ 

GEAN) 4 くべ ヒル と ムル ミ (әвәовѕоҹ) рәошоййи стел DIOfIY ND 57775 の 402 ど 
(Ух 2) まる と (くく ル を (әевошшпӛо7) 222 の 4 の 9047227 777 の 9 の 745 


avx 
тах 
JVX 
PSM 
“ол 
BOA 
ЛП 
111 
dL 
ous 
145 
195 
SM 
13 ег! 
ILO 


210 
ҰЯО 
uvO 
SvO 
ЧМО 
dSN 
OSN 

ISN 
3VN 
SYN 


те 


(02) ав+ }/ GAA CUMUNA) 204420, тиу ЗМ 
(02) ベベ ベー を と < (әедцәдшг) ssuaunfo тізі ILA 
( (її) 4А&& А45 UPUAN) apinunsyou лел зиәозәдпа рәцәдиү чуу 
(Жї: а) EL ((\‹ (әвәовттегу) ѕпәшойоГ xpundojdg dot 
HARK) СЕК С ЕД ewong) роппәро asopoydyd ван 
(946) ベビ セキ コ (31eIdBT) оәшоаоГ visopqoy vaa 
(8-6 
LOOXE) ALKALI (әрэовіецӣолоѕЅ) の *O77 の 52 の 2 ‘rea орошапѕәл $ырплрәд IAA 
д Аг) ALKA A (392wireinddo19S) 12492 $мюплрәд Хаа 
(19-4 
の いい Z/ と と ) &ALKASCKE (9699bLIB[InHdOIOS ) роиойоГ ‘rea siuosstupys ырплрәд IAA 
ОАЕ 55) GEEFAAKL (SeaoeInnedurg つ ) の の 4 の 2 の 0 の 7 の 2 の 2 の つ epg 
(4 
АЕ ЕЕ) КААК КЧ Сх (geaoejnueduey) sisuaupsnyoy ‘rea pydydiy vioydouapy руя 
(4%) be EAM sca (әгизойдшо>) рли) vpainssnvys ISV 
(ik 2-46) 
ALL оз ж ДААХ (әғизодшор)) ямзәйтиойт сұ ойлого рәлпр-оЗла оЗ0рцос оу 
Өк) кк (3e1rsoduro つ ) sisuasowau の 072272 ぐ USV 
(С) л (алсу A (3ersodumo つ ) ‘ds wnpodojucayT sty 
OELE) キ と る で ト Z イ イム >、(9grsoduro つ ) の の 2 の рыртёт PTV 
(LE) - と ニム キン (3e1isoduro つ ) риоипийу viojuap sitaxE PTV 
(82-4) そ (4 べ る と ど と ルミ (3ejtsoduro つ ) wnouedyf штэн THY 
(4%) (4А в AGH (әғизойшоо) unuvdapuy wnuoppdng тау 
(EL +) с.е. (3enrsodumo つ ) ‘ds vamssnng туу 
GELE) キキ を る (әеп$ойшогу) mMysouoyas) стел sisuaoyosojoun пошар гуу 
dk Е) схе. д. (aewsodwog) の 22 の 244 の 2947 の 7 syoydouy UVV 


Сапак) пакс хе (әвәовтивләгу) wnguoddiu стел asuaosak штирләг) IQT 


Saureu JaAOT рәјетләлдде јо asiy peonaqeydiy 





NAV ‘PYS әріз реог 50), AVX dL 
пяу ‘PAS ‘UYY гәріз peor 50) 2 4 XVX “УХ 
осу "952$ Aq рлешшор Рәір IIAOINI Ч AVX “ух 
уф ‘IOV SV ‘uyy `ѕәцовәл әдіп ě yJ 4УХ 4L 
BOM “14 ‘STV OSV `ѕәцовәл raddn Я qvx SAL 
BOM ‘05у 4 JVX ‘УХ бах 
ays яу ‘dSN OV A qyx “dL 
dol чаа ‘05у а дух “dL 
ISN әда Cpunde)IHV ‘sy а эчт “dX 
зуб TOV STY а оян PAL 
“АП OVO ‘05у а IdX “OAL MOT 
зуб “су “SOUS ISAB1S Ж гах 
195 ‘3DT ‘OSV ose Om Aq рәјешшор 19 AL 
“АП “лп AÒ TSN ILYA ‘PIY の әні MO] 
145 ‘09 чуу {О оян чах 
ҰОА ISYA ‘SUS PALI Y ях 
(uuo? ‘sdad) CMEZEJEN Я 
SVO ‘dSN ‘с̧у 4 gL ‘УХ 


NA x © 0891-0091 ua8no-IureuOoO1 тс 
мп x О 0941-0041 (с) әдо| 6 :eureAr3oYIInS IA FS 
NA x © 0<61-0061 (Т) adoys $ :ешєАт8охип$ I OS 
NA х Ө 06572 ewedifiaduy IW 6p 
NA x © 0581 ayeresiysoqy IN 8+ 

NA x x 005-0062 ayepnofusunyo IN 
Teau әрі § :eureAournsoyIMeEUl] IN Lp 

NA x © 000-0091 туез-опәшозо) 
Сәл BMLIONELIAEN :eUnreAournSOo IN 9p 

NA © О 09 と て 19AII BMESESIY JO 
sauoear Joddy :ewedownsoy IN ср 
T ө е 096% adojs Я :euueAoumnso IN pp 
T © © OSST- adojs § sewekownsoy ЗИ £p 
T Ф ө 095-050 adoys N :eureAoumso IN Zp 
dn ө ө 0092 IZU IN [+ 

NA ө Ө 0950-0557 (с) одпхшоғапте 
:әхўәзе8ешохңтшешд[ WAL OF 

T Ө х 0542-009< (1) oqnyrysequing 
:9YTB1e3eUTOYTUUUTIA IN 6E 
dn О х 09/'<-00/ (г) aBpis 5 Јо sdoIS  :9YBPI3nS IN 86 
аа х ө Ovg'z (1) ә8ри $ јо adojs Я :әўерйпз IN LE 

NN x Ө 0561 еше 
-ццвешице IBau ‘dors 4 :9YBDE3nS IN 96 

ма Ф О 01% JOALI BMESIEIY 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


186 中 谷 ЕЕ. JB 


3000 








2900 


Mixed forest 


2800 


Tall coniferous forest ЕЗ 


2700 be A Lew-eonifereus-trees | 





2600 


Stream 





2400 








2200 


2100 





2000 


1900 


1800 





1700 








1600 - . 

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51 56 61 

Fig. 13. Distribution of Erebia butterflies and flowery meadows in Kurokawa valley, east of Mt 
Komagatake. Open circle: flowery meadow; solid circle: habitat of Е. niphonica; gray 
circle: habitat of Е. ligea. 


о EES Came LES. 


伊勢 滝 付近 の 生息 地 は 針葉樹 林内 の 急斜面 に 高き 1.5m 2 ООЖ OTA APT PS, トリ カ 
ブ ト 類 な ど 高 茎 草本 が わずか に 花 を 付け た か な り 薄 暗い 環境 で ある . 2,100 m 付近 の 2 地点 は 針葉樹 
林内 の 枝 沢 出合 い の 明る い草 原 で ヤマ ハハ コ ,。 FAY, アザ ミ 類 . ミヤ マシ シ ウ ド , トリ カブ ト 類 な 
ど が 僅か に 花 を 付け る . 2,370 m 地点 で は ダケ カン バ 林 紹 に トリ カブ ト 類 が 多く , キオ ン , TRS, 
ハク サン シヤ ャ ジン, マル バシ モツ ケ , ムカ ゴト ラノ オ な ど が 高 茎 草原 を つく る . この 間 で は 他 に 数 ケ 
所 沢 出合 。 明る い 林 縁 に 高 茎 草原 が ある も の の Erbia 類 を 全く 見 か け な い 所 が あり , 中 谷 他 (2001) 
が 述べ た よう に この よう な 環境 で は 年 に よる 生息 状況 の 消長 が ある も の と 考え られ る . 


駒 ヶ 皇 北西 薦 の 奇 美 世 ノ 洋 付 近 (1,720-1,800 m, Fig.6) も ダケ カン バ 林 間 で 沢 の 岩盤 の 斜面 に シモ ツ 
ケ や アザ ミ の 類 が 花 を 付け た 周 度 の 低い 環境 で ある . 


本 山系 南端 の 摺 古木 山 , 床 浪 高 原 で は いずれ も 伐採 跡地 や 林道 沿い な ど 人 手 の 加 わっ た 環境 に ベニ ヒ 
カゲ が 発生 し て いる が , これ ら の 山 域 に お いて も 安平 路 山 や 烏帽子 ケ 岳 と 同様 に 近く の 沢 源 頭 部 
(Figs 7, 8,9) に 本 来 の 生息 地 が ある も の と 思わ れる . 


3.6. 生息 地 に 見 られ る イネ 科 , カヤ ツリ グ サ 科 植 物 


Erebia 属 は , 幼虫 が 夜行 性 で ある こと や イネ 科 ・ カ ヤツ リグ サ 科 植物 が 広範 に 生育 し て いる な どの 事 
情 で 自然 状態 に お ける 食 草 の 確認 は 容易 で は な い . その た め 生 息 地 に 優 占 的 に 生育 し て いる 種類 を 正 
確 に 記録 し て お く こ と で 将来 の 確認 作業 に 結び つけ て いき た い . な お 本 項 に お ける イネ 科 は 木場 英 久 
BLO, カヤ ツリ グ サ 科 は 勝山 輝男 氏 の 同定 に よる . 


ベニ ヒ カ ゲ の 生息 地 に お いて は , Table 1, по. 25 の 檜 尾 岳 東 斜 面 。 no. 40 の 南 駒 ケ 岳 摺 鉢 窪 下部 は い ず 
れ も ヒ ゲ ノ ガ リヤ ス (Calamagrostis longiseta) が 優 占 する 平坦 な 草原 、no.$1 の 摺 古木 山林 道脇 で は 
同じ く ヒ ゲ ノ ガ リヤ ス が イタ ドリ , ヨ ツ バ ヒ ヨド リ な どの 根元 に 密度 濃く 生育 し て いる . по. 49 の 安 
平 路 山 は 針葉樹 林 帯 内 沢 源 頭 部 の 急斜面 で ヒメ ノ ガ リヤ ス (С. hakonensis) に イワ ノ ガ リヤ ス (С. 
langsdorfii) が 混 生 する 草原 と な っ て いる . 
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クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ の 生息 地 に お いて は , по. 18 の 千畳敷 上 部 , по. 39 ОЕ LAB TH b AER 
の カー ル 和 壁 に 広がる 高 茎 草原 で あっ て , PREC л х х д+ (Deschampsia flexuosa), ヒロ ハ ノ コ 
メス スキ (D. caespitosa var. festucaefolia) が 多く ミヤ マ ア シボ ソス ゲ (Carex scita) も 散在 し て お り , 
FARE CIE FBV VR (Calamagrostis папа), コメ スス キ が 混 生 し て いる . 


4. 地理 的 変異 


本 山系 の ベニ ヒ カ ゲ は Shir6zu (1957) に より , 杉谷 岩 彦 が 1930 年 8 月 8 日 に 駒ヶ岳 頂上 付近 で 採集 
し た 4 #7 2 Ф ЖС ssp. sugitanii と し て 記載 され て いる . また クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ は Murayama (1964) 
に より , 吉 阪 道雄 が 有 駒 ケ 績 で 採集 し た 6 の 3 子 を 基 に ssp. kisokomana と し て 記載 きれ て いる . 現在 
の 知見 で は これ ら の 亜 種 名 が 用 いら れる こと は な い が ベ ニ ヒ カ ゲ に つい て 本 山系 の 特徴 を 調査 し た . 


ал. ベニ ヒ カ ゲ の 斑紋 の 特徴 


か つて 中 谷 が 東北 地方 の ベニ ヒ カ ゲ の 地理 的 変異 に つい て 考察 し た 際 に 述べ た よう に (FR, 1996), 
前 次 長 な ど 単 一 の 形質 を 個別 に 比較 する の で は な く , 複数 の 形質 に つい て 多 変 量 解析 を 行 を ば ベニ ヒ 
カゲ の よう に 個体 変 典 の 多い 種 で も その 個体 群 の 特徴 を よく 抽出 し て 比較 する こと が で きる . 同様 の 
手法 を 採用 し た も の と し て , 例え ば Hilchie (1990) に よる 北米 大 陸 産 Erebia magdalena と 近 縁 種 の 個 
体 群 の 論考 が ある . 


本 報 で も その よう な 観点 か ら 木 曽山 脈 各 地産 ペニヒ カゲ の 変異 傾向 を 多 変量 解析 の 手法 に よっ て 評 
価 す る . 評価 に 用 いる 形質 は Fig. 14 に 示す 8 部 位 で その 計測 値 を Table 2 に 示す . これ ら 計 測 値 に つ 
いて 主 成分 分 析 (Principal Component Analysis) を 行っ た . 主 成分 分 析 は 多く の 形質 の 値 を で きる だ 
け 情 報 の 損失 な し に 少数 個 (通常 は 容易 に 視認 で きる よう 1.2 個 ) の 総合 的 指標 で 代表 させ る 方 法 で 
HA. 分 析 の 結果 得 ら れ た 相関 行列 の 固有 値 と 寄与 率 は , Fig. 15 (а) に 示す よう に 2 つの 主 成分 を 用 
いる こと で ほぼ 0.7 の 累 積 寄与 率 が 得 ら れる . つま り 8 部 位 の 形質 が 包含 する 情報 の うち 約 70% OF 
RDS, 2 つの 主 成分 で 評価 で きる こと が 保証 され る の で , 各地 の 個体 群 に つい て 第 1, 第 2 主 成分 の 
得点 (PC1, PC2) を 人 算出 し Fig. 15 (b) に 示す . また それ を 散布 図表 示し た も の が Fig. 15 (с) CHD, 
図 か ら 有 明らか な よう に 各地 の 個体 群 は 明瞭 に 2 つの グル ー プ に 分 ける こと が で きる . Fig. 16 は これ ら 
個体 群 の 分 布 を 水平 距離 と 標高 の 2 次 元 で 示し た も の で , 図 で 網 掛け され た 群 と その 他 の 群 が Fig. 15 
(с) の 2 つの グル ー プ に 相当 し て いる . 図 か ら 明 ら か な よう に Fig.15 (с) に 示さ きれ た 2 つの グル ー ジ 
は 水平 距離 の 了 た り と は 無関係 に , 標高 2.000 m 付近 を 境界 線 と し て 標高 に よっ て 分 けら れ て お り , 





Fig. 14. Characters used to assess phylogenetic relationship of E. niphonica. 
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Fig. 15. Results of principal component analysis on E. niphonica main races. 
(а) Eigenvector, eigenvalues and proportions. 
(b) First and second principal component scores. 
(с) Scatterdiagram with first and second principal component scores. 


両者 が 主として 温度 な どの 環境 因子 に よっ て 斑紋 の 特 化 を 起こ し て いる こと が 伺え る . 高 標高 個体 群 
に 属す る も の は 北 の 駒 ケ 岳 付近 で は 黒川 沿い の 標高 2.100 m 以 高 と 伊那 前 岳 , 三沢 岳 。 WE, 熊沢 
T NSB, ENE, 南 駒ケ岳 , お よび 南 は 越 百 山 に 至る 主 先 線 沿い の 個体 群 で あり , 低 標高 個体 
群 に 属す る も の は 希美 世 の 滝 , FE, 乙女 の 滝 , 烏帽子 ヶ 岳 , 摺 古木 山 お よび 床 浪 高原 の 標高 
1,600-1,900 m 付近 の も の で ある . 


8 部 位 の 形質 得点 を レー ダー チャ ー ト 表示 し た も の が Fig. 18 CHS. 図 で は 本 州 産 各地 の ベニ ヒ カ ゲ 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 



















Ж ШШ Ф Erebia 属 189 
m 
3200 
v 5 v © 
3100 5.2.28. ro е 5. 
© с に 
80% $ 2 @ 
2 © 
3000 э ЕНТ Е ЕЕ 2.5 
Е м = 5 5 © = 
ая で で る ы Е 
2900 Б д 3 Я 8 £ 
f E Hee 2 $ 
® ‘eo = Е 
2800 --------------%-. TE 9) Ба Жала ә... 
S 3 
の © Е 
е № 
© 内 Si 
7 ө 8 
| @ Ф Ё 
6 3 
2300 8. 
5 
Ф 
2200 не 
2000 
1900 К 
1800 F 
1700 
1600 
0 2 4 6 8 10 12 14 18 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 km 


Fig. 16. Vertical distribution of E. niphonica main races. Hatched area shows habitats of low 
altitude races. 





の 各部 位 に 関す る 変異 幅 を 考慮 し て Table 2 に 示す 最大 値 と 最小 値 に より ノル マラ イズ し 図示 し て い 
る . 


Fig. 18 か ら 容 易 に 視認 で きる よう に 高 標高 の 個体 群 は , 


(На) 前 次 長 が 短く 小型 で ある 

(Hb) 前 次 樽 色 帯 は 幅広 く 第 3 室 で の くびれ が 少な い 

(Нс) 前 次 眠 状 紋 は 小さ い , と くに 第 $ 室 眼 状 紋 が 小さ く 第 2 室 と ほぼ 同 大 と な る 傾向 が 強い 

(на) PSB EDULE 2-5 の 各 室 に よく 発現 し 第 6 室 ま で 伸び る 傾向 が 強い が 帯状 に な る 事 は 少な い 

(Не) 前 次 第 5 室外 縁 の 黒色 部 の 幅 は 比較 的 広い 

と いう 特徴 を 共有 する きわ め て 均質 な 個体 群 で ある . 

一 方 低 標 高 部 の 針葉樹 林 帯 の 沢 沿い や 林道 菩 い に 生息 する 個体 群 は それ ほど 明確 に 共有 する 形質 は な 
い が , 

(La) 標高 の 低い 割 に は 前 次 長 が 短く 小型 で ある 

(Lb) HSE TOSS 3 室 に お ける くびれ は 本 州 産 の 中 で 最少 の 部 類 に 属す る 

(Le) ӨЛЕН k l HAT 2 

(Ld) HAE 5 室 外縁 の 黒色 部 の 幅 は 比較 的 広い 

と いう 特徴 を 指摘 で き る. TE 

また 標高 が 高く な る に つれ て 次 の よう な 傾向 が 認め られ る の は 東北 地方 各地 の 個体 群 と 同様 で ある 

(HE, 1996). 
(a) 前 次 長 が 小さ く な る 

(b) 前 贅 橋 色 帯 の 長き さ が 短 く な る 

(с) 前 贅 橋 色 … 帯 の くびれ が 強く な る 

(4) 前 贅 眼 状 紋 が 小さく な る 
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Бір. 17. Е. niphonica. А1-А15. High altitude races. А1-А5: Mt Sannosawadake (alt. 
2,810-2,830 т). А6-А10: 5 ridge of Mt Hinokiodake (alt. 2,700 т). А11-А15: Mt 
Minamikomagatake (alt. 2,550-2,560 т). В1-В10. Low altitude races. ВІ-В5: Mt 
Eboshigatake (alt. 1,850 т). В6-В10: Tokonami-kougen (alt. 1,600-1,680 т). 
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Fig. 18. Characteristics of the selected races indicated by Rader chart. 


以上 を まとめ る と 木曽 山脈 の ベニ ヒ カ ゲ の 特徴 は 次 の よう に まとめ る 事 が で きる . 


(a) 前 贅 橋 色 帯 の 幅 が 広く 第 3 室 で の くびれ が きわ め て 少な い (と くに 佐 標 高 の 個体 群 は 本 州 産 で 


も っ と も 少な い 部 類 に 属す る ) 
(b) MAE 5 室 の 眼 状 紋 が 小さ く 第 2, 4, 5 各 室 の 眼 状 紋 が ほぼ 同 大 に な る 傾向 が 強い . また 指標 に は 
含め て いな い が 有 眼 状 紋 内 の 白 点 は 退化 する 傾向 が 強く , と くに 高 標高 の 個体 群 で その 傾向 が 強い . 
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(с) 後 超 樽 色 帯 は 比較 的 発達 する が 帯状 を 成す も の は 少な く 2,3 個 の 斑紋 に 分 離す る 
42. 他 の 地域 と の 比較 


Shir6zu (1957) は ssp. sugitanii の 記載 に 当たっ て 飛騨 山脈 の ssp. okadai (タイ プ 産 地 は 常念岳 ) に き 
わ め て 近い が より 小型 で ある こと , お よび 後 次 表面 樽 色 帯 の 発達 が 弱い 事 を 挙げ て いる . 高橋 (1960) 
は , 駒 ケ 振 有 駒 飼 クノ 池 - 濃 ケ 池 付近 の 個体 群 を 飛騨 山脈 喋 ケ 岳 , SERRE AACE, 赤石 山脈 仙 丈 ケ 
皇 敷 沢 カー ル 産 と 比較 し た . 藤岡 (1975) は 駒ケ岳 ( 被 検 標本 は 駒ケ岳 23 ASF) や 八ヶ岳 の 高地 の 
個体 は 赤石 山脈 と 同じ で ある と し て いる . 


中 谷 ( 未 発表 ) は すでに 中 部 地方 約 140 箇所 の 個体 群 の 地理 的 変異 に つい て 定量 化 処 理 を 行っ て お り , 
それ ら と 比較 し て 前 項 (a)-(c) の 諸 特徴 を 指摘 し た が , 高橋 (1960) は 比較 産地 が 少な いな が ら も 同 
様 の 傾向 を 的 確 に 指摘 し て いる . また 木曽 山脈 高 標高 部 の 個体 群 は , 赤石 山脈 主 筐 線 部 北方 に 位置 す 
る 井川 越 , 新 蛇 抜 山 か ら 三伏 峠 に 至る 個体 群 (いずれ も 標高 2.550-2.680 т) に 近い 特徴 を 持っ て お り , 
藤岡 (1975) の 指摘 と 大 筋 で 一 致し て いる . 木曽 山脈 産 と 赤石 山脈 主 和 線 部 北方 産 で は 前 敵 椅 色 帯 の 
幅 が 広く くびれ が 弱い こと , お よび 前 後 次 椿 色 帯 の 色彩 が 明る い (正しく は 赤石 山脈 産 が 非常 に 暗色 ) 
BOA X SHEA CHS. Shir6zu (1957) の タイ プ 標 本 は 高橋 (1960) に よる と 駒ヶ岳 の 木曽 側 と い 
うこ と で ある が , 筆者 ら は 木曽 側 高 標高 地 の 個体 を 検討 し て お ら ず , 後半 表面 棒 色 帯 の 発達 が 弱い と 
いう 点 の 当 和 否 は 確認 で き な か っ た . 


一 方 , ミト コン ドリ ア DNA (NDS) に 関す る 最近 の 研究 に よれ ば 木曽 山脈 高 標高 部 の 個体 は , 白山 , 
Ж ШАК, Л, 上 信 山 系 か ら 信 越山 系 の 西端 部 に か け て 広く 分 布 する 個体 群 と 同じ 塩基 配列 を 示 
し , 比較 的 近年 まで これ ら の 個体 群 は 相互 に 遺伝 子 の 交流 が み ら れ た と いう 事 で あり , 斑紋 形質 的 に 
類似 度 が 強い 赤石 山脈 産 と は 分 岐 年 代 が 古い 事 が 示さ れ て いる (関口 他 . 2000). ベニ ヒ カ ゲ の 斑紋 形 
質 と DNA の 関連 に つい て は 今後 の 検討 課題 で ある . 











5 まとめ 
木曽 山脈 の ベニ ヒ カ ゲ と クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ に つい て 調査 を 行っ た 結果 次 の 諸点 を 明らか に し た . 
(1) 新た に 発見 し た 生息 地 を 含め た 分 布 状況 を Fig. 1, Table 1 に 示す . 


(2) 生息 地 の 植 生 を , 森林 限界 を 超え る 乾性 草原 (タイ プ R), 同 中 性 草原 の 内 ノ ガ リヤ ス の 優 占 す 
る 草原 (タイ プ C1), 高 茎 草原 (タイ プ C2), ダケ カン バ 林 間 の 草原 (タイ プ D), 針葉樹 林内 の 草原 
(QAP F) に 分 類 し . ベニ ヒ カ ゲ . クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ 共 に 約 70% が 樹林 内 の 草原 (D+F) に 依存 し 
て いる こと , お よび 森林 限界 を 超え る 高山 草原 で は ベニ ヒ カ ゲ は C1 с, クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ は C2 に 
強く 依存 し て 嗜好 性 の 差 が 顕著 で ある 事 を 指摘 し た (Fig. 10). 自然 保護 の 観点 か ら は 生息 地 の 多 い 亜 
高山 針葉樹 林 帯 の 沢 沿い の 草原 環境 保全 が 重要 で ある . 


(3) クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ が 処 線 部 に 広く 分 布 し 。 また ベニ ヒ カ ゲ より も 高 標高 部 の 高山 草原 に 優 占 的 に 
生息 し て いる 所 が あり , 他 の 山系 と 比較 し て 木曽 山脈 の 特徴 で や る こと を 述べ た (Figs 11, 12). 


(4) 生息 地 で 見 られ る イネ 科 , カヤ ツリ グ サ 科 植 物 と し て , ベニ ヒ カ ゲ の 生息 地 に お いて は ヒゲ ノ ガ 
リヤ ス , ヒメ ノ ガ リヤ ス , イワ ノ ガ リヤ ス を , また クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ の 生息 地 に お いて は , コメ スス 
Жж, ヒロ ハ ノ コ メス スキ , ヒナ ガリ ヤス , ミヤ マ ア シボ ソス ゲ を 記録 し た . 


(5) ベニ ヒ カ ゲ の 斑紋 に つい て 統計 解析 を 行っ た 結果 , 生息 地 の 水 平 距離 の 隔たり と は 関係 な く 標 高 
2,000 m 付近 を 境 と し て 高 標高 と 低 標高 の 2 グル ー プ に 分 けら れる 事 を 示し た (Figs 15, 16). 


(6) ベニ ヒ カ ゲ の 班 紋 の 特徴 と し て 次 の 点 を 指摘 し た (Fig. 17). (а) 前 次 樽 色 帯 の 幅 が 広く 第 3 Ж 
で の くびれ が きわ め て 少な い (と くに 低 標高 の 個体 群 は 本 州 産 で も っ と も 少な い 部 類 に 属す る ). (Ы) 
前 次 第 5 室 の 眼 状 紋 が 小さ く 第 2, 4, 3 各 室 の 眼 状 紋 が ほぼ 同 大 に な る 傾向 が 強い , また 指標 に は 含め 
て いな い が 有 眼 状 紋 内 の 白 点 は ほとん どの 個体 で 認め られ ず , と くに 高 標高 の 個体 群 で その 傾向 が 強い . 
(с) 後 次 椅 色 帯 は 比較 的 発達 する が 帯状 を 成す も の は 少な く 2, 3 個 の 斑紋 に 分 離す る 
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本 調査 は 長野 県 の 許可 を 得 て 行 っ た も の で あり , 貴重 な 機会 を 与え て 頂い た 関係 機関 な ら び に 推薦 の 
労 を お 取り 頂い た 浜 栄一 氏 , 本 会 会 長 高 橋 真 弓 氏 に 感謝 する 次 第 で ある . イネ 科 , カヤ ツリ グ サ 科 植 
物 に つい て は 神奈 川 県 立 生 命 の 星 ・ 地 球 博 物 館 学芸 部 主任 研究 員 木 場 英 久 博士 , 勝山 輝男 氏 に 同定 い 
た だ いた . 信州 大 学 農学 部 北原 次 教授 に は リア ル タ イ ム で 現地 の 情報 を ご 教 が いた だ き 調 査 活動 に 便 
宜 を 図っ て いた だ いた . 中 澤 勝 仁氏 か ら は 未 発表 の 多く の 情報 を 提供 し て 頂 ら た . また 小野 克己 , F 
瀬 隆司 , 河辺 敏夫 , 倉地 正 , 星野 善博 , 若 原 隊 人 の 諸氏 か ら も 未 発表 情報 を お 寄せ いた だ いた だ . 分 子 
系 統 に つい て は , 国立 精神 ・ 神 経 セン ター 関口 正幸 博士 , 放送 大 学 新川 勉 氏 。 信州 大 学 医学 部 宇佐 美 
真一 教授 か ら 種 々 ご 教示 いた だ いた . 以上 ご 支援 いた だ いた 方 々 に 深謝 する 次 第 で ある . 
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Summary 


As a result of observations about Erebia niphonica and Erebia ligea in the Kiso mountain range 
(Central Honshu, Japan), following points were clarified. 


(1) A distribution situation including newly discovered habitats is shown in Fig. 1 and Tab. 1. 


(2) In the habitat of Erebia butterflies, five community types were distinguished based on floristic 
composition as follows. Type R: alpine herbaceous plant community on relatively dry sites above 
the forest limit. Type Cl: a moist herbaceous plant community dominated by Calamagrostis 
(Poaceae) grasses above the forest limit. Type C2: tall alpine herbaceous plant community above 
the forest limit. Type D: tall herbaceous plant community surrounded by Betula ermanii commu- 
nity. Type F: tall herbaceous plant community along the stream margin in coniferous forest. 
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About 80% of both the habitats of E. niphonica and Е. ligea depend on the herbaceous plant 
communities (D+F) under the forest limit. Above the forest limit, Е. niphonica depends on Type 
СІ, and Е ligea depends оп Type C2 strongly (Fig. 10). 


(3) Е. ligea is widespread on ridges dominated by some tall alpine herbaceous plant community 
higher than the habitat of Е. niphonica (Figs 11, 12). 


(4) Dominant glasses in the habitat are as followes; Е. niphonica: Calamagrostis longiseta, С. 
hakonensis, С. langsdorffii. Е. ligea: Deschampsia flexuosa, D. caespitosa var. festucaefolia, Calama- 
grostis nana, Carex scita. But it is not confirmed whether or not these are host plants. 


(5) As a result of performing statistical analysis on wing markings of males of Е. niphonica, these 
races are divided into two groups of high altitude and low altitude with the border falling near the 
altitude of 2,000m. These two groups may be considered races separated by the altitude of their 
habitat rather than by horizontal distance (Figs 15, 16). 


(6) The followings are characteristics of the male of E. niphonica (Figs 17, 18). 


(a) Тһе width of orange marking of forewing upperside is wider, and there is very little constric- 
tion in space 3 (especially the low altitude races which have the least constriction among all 
the races from Honshu). 

(b) Eyespot in space 5 of forewing is smaller. The tendency for eyespots of spaces 2, 4, 5 to 
become almost the same size is strong. Moreover, the white pupil in the eyespot tends to 
disappear, especially in the high altitude races. 

(c) Although orange markings of hindwing upperside are developed, it does not usually constitute 
a band but separates into two or three markings. 
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